











































































































































































































































































　　 　ヴァイツゼカーが、非常に面白いことを言っていましてね、mit der 























　She was seated near the stove.と言う時、文法上の形は受動であるが、その
振る舞いの内容は、必ずしも受動ではない。能動であるか、受動であるかの
区別が非常に曖昧で微妙であるような場合が、現実の生の場面にはある。be 
interested (in)と言う時、「興味を持った」のだろうか、それとも「興味を持た
された」のだろうか。
　握手をする時、握ったのか、握られたのか。どちらかとも言えるが、曖昧
であるとも言える。風呂につかって温まる時、温まったのか、温められたの
か。味わう時、味わったのか、味が入り込んで伝わってきたのか。
　坂部と木村が対談の中で確認しているが、日本語には、中動態的な表現が
多い。「思われる」などは、特にそうである。思ったのか、思わされたのか。
この「れる」はもちろん、受け身ではない。文法的には「自発」と分類され
るが、それは中動態的なものである。「思う」ように、内からいざなわれ、促
され、催されて、「思う」のである。力みも、わざとらしさも、歪みも、弛み
もなく、ありのままの自分自身がそこにはある。
　自分らしく「自分を生きる」時、「自／他」の対立を超えた一体感を同時
に味わっている。それを、坂部と木村は、「大きな生命」と呼び、あるいは、
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「父母未生已前の本来の面目」
⒄
と言い換えてもいる。「父母未生已前の本来の
面目」をここで用いることには問題も感じるが、二人の言いたいことは、そ
ういうことである。
　E.H.エリクソンは、そのライフサイクル論の第一段階として、乳児期を挙
げるが、その特徴を次のようなものとしている。エリクソンの図式では、成
長発達の各段階において、それぞれの段階において達成しなければならない
課題、あるいは、試練とも危機とも呼び得る問題に直面するが、乳児期のそ
れは、「信頼／不信」の図式で表すことができる。関わっていく重要な関係は
母親との関係であり、彼が「宇宙的一体感」と呼ぶ秩序の中で、この世界そ
のものを信頼に値するものか、不信にしか値しないものかを学ぶのである。
　「信頼」を獲得すれば、それはその人生全体における安全で安らかな基盤
となる。それは「自／他」の対立を超えた一体感そのものであり、包み、包
まれ、あるいは抱き、抱かれる「中動態」の在り方なのである。人間にとっ
て、このような意味での本来性は、そこに出現する。
　「食べる」という行為は、多面的な営みである。味わい、味を与えられる。
香りを嗅ぎ、香りに満たされる。見ていて、美しさを与えられる。しかも、
それらが工夫されていて、良い意味で個性的である。「お袋の味」はまさにそ
れである。空腹は満たし、満たされる。苦痛は癒え、癒される。食べ物は、
食べる時に、入り込み、身になってくれる。
　そこに、我々は、自分自身の本来性さえ発見することができるのである。
4．「小びと」の哲学
　前野隆司は、脳の中では、無意識の領域において、情報がニューラルネッ
トワークによって自律分散的に処理されているとして、そのネットワークを
「小びと」に譬えている
⒅
。
　現代の脳科学の領域で注目されている問題のひとつに、「クオリア（質感）」
があると言ってよいだろう。青いものを見ると「青い」という感じを受ける。
大森荘蔵はこう考える。青い光は何オングストロームの電磁波であるという
が、何オングストロームというのは決して青くない、青い光が「青い」のであ
る（大森荘蔵著『新視覚新論』東京大学出版会、1982年）と。青い光が「青
い」というのがクオリアである。
　私が見ている夕焼けの赤と、傍にいる友人が見ている夕焼けの赤は、同じ
「赤」かというような問いは、哲学の入門書にいくらも出てくる。同じ赤を見
ていて、他の色と区別ができているということは確認できる。だからこそ、
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色覚の検査ができる。問題は「赤」という質感の方である。入門書では、だ
いたいお手上げで終わっているようである。
　そして、「私」について、前野はこのように言う。「ああ、私は生きている
んだ。」という感じは、私自身の質感であり、脳のニューラルネットワークが
これを作り出していると。
　感情は受動的である。笑おうと思って笑うのは、本来のやり方ではない。
つまらない体験を例に出すならば、筆者は、大学1年の時に、語学のクラスの
仲間たちとともに、大学祭の場で劇を上演することになった。私は脇役の一
人として舞台に立ったが、そのストーリーの流れの中で、カラカラと笑う場
面があった。最初のうちにはごまかしてでも笑えたが、熱心に繰り返し練習
をしたおかげ（？）で、笑えなくなってきた。上演のまさにその時には、ご
まかしでさえも笑えなくなっていた。その場面が来ると、不思議な悲しみさ
え湧いてきた。可笑しくもないのに笑わなければならないのが悲しかったの
である。嬉しいとか、悲しいとか、可笑しいというのも、「私」の中の質感で
あろう。私の「情」は情報処理の過程で作り出され、「私」はそれを受け取る
だけの存在である。
　「意図」はどうか。前野は、ある実験を紹介する。「指を動かそう」と意図し
て指を動かした時の、その意図が湧いた、発生した時刻と、指を動かそうと
する脳の運動準備電位の発生した時刻とでは、後者の方が200ミリ秒早かっ
たという
⒆
。
　さらに、この実験には、科学者たちによって追試が行われ、誰が行っても、
同じ結果が得られたという。そこから、前野は結論する。
　最後の砦、「意」も、「知」や「情」と同様、無意識にいる「運動準備」や
「意」の「小びと」たちの結果を、「意識」が受動的に見ている作用に過ぎな
いらしいという事がわかった。しかも、私たちは、あたかも主体的に意図し
たかのように錯覚しているというのだ
⒇
。
　前野は、生き生きしたクオリアも錯覚であると考える

が、それが生き生き
しているならば、錯覚であっても、その錯覚の中では「現実」である。前野
は、それを設計変更などのできないバーチャル・リアリティであると考える

が、夢の中で、それが夢であると気付かない限り現実的であるのと同様に、
決して終わらない錯覚ならば、「現実」として取り扱うしかない。むしろ、そ
れ以上の現実は経験できないと、前野も考えているのである。「私」は、脳を
見ているのであると

。
　前野にとっては、考えることも感じることも、「つじつま合わせ」である。
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そのように考えたと「私」は思わされているのであり、そう感じたと思わさ
れているのである。それが唯一の現実であるならば、思わされていれば、そ
れが解決なのである。前野の説に従えば、今「私」だと思っている「私」は、
内なる「私」（小びと）に、いざなわれ、催されて、そう「感じられる」と思
うのである。
　「私」は本来受動的である。これをありのままに受け入れる時、「私」の内
なる、小びとたちが構成する「私」もまた生き生きとするのではないか。そ
して、2つの「私」の間の緊張関係は弛み、あるいはほとんど解消する。その
契機となるような体験は、「中動態」の要素を大きく内在させているのであ
る。
　こうして考えてくると、「食」は、単なる肉体の維持だけのものではない。
それ以上に、その体験の多面性、その質の幅広さ、豊かさを通して、「中動
態」の体験の中に、本来の人間性の中の、少なくとも大切な何かを回復する
という働きを含んでいる。「食」を通して、我々は、本来の生に立ち帰れる可
能性があるのである。しかもそれが、日常生活の中で繰り返される一見平凡
な世俗的な営みの中に、人間性の回復にまで至る崇高なものさえ含んでいる
ところに、大きな、そしてかけがえのない価値を発見することができるので
ある。
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